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小学校部研究部長(長岡市立大島小学校) 長部 亮子 
                       中学校部研究部長(関川村立関川中学校) 長谷川ひとみ 
 

１ 一年次の成果と課題 

  研究誌「耀」参照 

２ 研究目的 

養護教諭が行なう健康教育活動に関する調査から、運営活動を中心に検討し、組織的な活動を

より活性化させる要因を明らかにする。 

３ 研究方法 

 １）データの収集方法 

 （１）会員 

    ○ 自校の健康課題と子どもの成長への願いを明確に持ち、重点活動表を作成する。 

  ○ アンケート調査に回答する。 
 

 （２）支部の研究推進委員 

  ○ 支部内の会員の資質向上のための研修計画を立案する。 
○ 研修計画を推進、集約、考察をし、研究部へ報告する。 
 （研修例：文献検索・質の評価基準の書き方・論文の読み合わせ・研究的な視点での評価な

ど） 
 

 （３）研究部（研究部長及び地区代表者） 

    ○ 研究計画立案、支部からの報告を分析し、会員へ報告する。 

  ○ 全県アンケート調査の実施と結果を考察し、会員へ報告する。 
  ○ 各地区２名（８名）の実践を研究論文としてまとめ、研究誌に掲載する。 

 

 ２）データの分析方法 

  ○ １年目と２年目のアンケート結果を比較し分析する。 

  ○ 活性化する要因として何が有効だったのか、有効でなかったのか、校種、規模、経験年数、

実態、重点課題の捉え方、意識した観点などを明確にして統計的に分析する。 

 

４ タイムスケジュール 

１） 二年次（平成２２年度） 

（１）会員 

 
 

校種別研究 平成２１・２２年度 小学校部・中学校部研究推進計画 二年次計画 
     

【研究主題】  健康教育活動を活性化させる要因に関する研究（二年次）  
～ 養護教諭が行う組織的な活動の視点から ～ 
 

内容と方法 〆切 

① 「保健室経営の重点活動表」に自校の健康課題と子どもの成長への

願いや健康課題解決の取組を記入する。 

② 年度末の達成状況とその結果をまとめる。 

③ 全県アンケート調査にインターネットで回答する。 

④ 次年度の計画を立案する。異動する場合は、前任者が責任をもって

作成し、後任者に引き渡せるように準備をする。 

年度初めに作成し、支部の研

究推進委員へ提出。 

研究結果を２月下旬までに、

支部の研究推進委員へ提出。

１０月下旬 
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（２）支部の研究推進委員 

（３）研究部（研究部長及び地区代表者） 

 

５ 研究組織 

 １）組織図             

 

        ＜研 究 部＞   

                   

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

内容と方法 〆切 

① 今期の研究推進計画を元にして、支部内の研修計画を立案する。 

② 支部内の会員に周知し、支部内で活動を推進する。 

③ 支部内での活動を推進する。 

④ 各支部の研修内容を報告する。 

⑤ 平成２３・２４年度の研究推進の方向性を検討する。    

⑥ 支部内の会員からの報告(２月下旬〆切)を１部選出し、提出する。

７月中旬に研究部へ報告。

 

 

１１月下旬に研究部へ報告。

２月上旬 

２月末に研究部へ報告。 

内容と方法 〆切 

① 今期の研究推進計画を立案し、研究推進委員に共通理解を図る。 

② 各支部の研修計画の立案を支援する。 

③ 研究論文執筆者を支援する。（研究論文執筆者打ち合わせ会） 

  研究誌に掲載する。 

④ 支部からの報告を分析し、結果を研究推進委員にメールで報告する。

 ⑤ 研究誌に、研究結果を執筆する。 

⑦  支部からの報告を分析し、会員へ報告する。 

⑧  全県アンケート調査の結果を考察し、報告する。 

⑨ 平成２３・２４年度の研究推進の方向性について第２回研究推進委

 員会で検討する。 

５月中旬 

 

１１月１９日までに完成 

 

１０月中旬 

 

１１月下旬 

 

 

会

 
員

会

 
員

会

 
員

＜上越地区＞ 
 
研究推進委員 

 

＜中越地区＞ 
 
研究推進委員 

  

＜下越地区＞ 
 
研究推進委員 

  

＜新潟地区＞ 
 
研究推進委員 

 

小学校研究部長 
 長部 亮子 
中学校研究部長 
 長谷川ひとみ 

＜新潟地区＞ 
研究推進委員地区代表者 
諸橋 靖子（東山の下小）

中川智賀子（佐渡・南中）

＜下越地区＞ 
研究推進委員地区代表者 
 蛭海 浩子（御免町小）

 古川 幸子（第一中） 

＜中越地区＞ 
研究推進委員地区代表者 
 鈴木 裕子（上林小） 
 田覚 敏子（関原中） 

＜上越地区＞ 
研究推進委員地区代表者 
 高橋 由子（斐太北小）

 鳥山 昌子（柿崎中） 

会

 
員
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２）支部ごとに、実態に合わせた研究組織を作り活動する。研究組織は支部を単位とするが、それら

二つ以上を合わせて一つの組織としたり、市・郡の教育研究会、学校保健会等と研究をかけあわせ

て行ったりしてもよい。 

３）研究推進委員ならびに支部の代議員は、新潟県小学校教育研究学校保健部、新潟県中学校教育研

究会養護部の役員とも協力して研究を推進する。 

 

６ 研究予算 

 平成２２年度の予算は９５万円。各支部に配分する。 

 

 

引用参考文献 

¹⁾ 桑野美千代 盛 昭子：学校健康教育を活性化する要因に関する研究－養護教諭の働きかけの側面

から－ 日本養護教諭教育学会誌 Ｖｏｌ．５，Ｎｏ．１，２００２ 
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平 成 ２ ２ 年 度  研 究 推 進 日 程 計 画  

 

★ 印は全会員 ●印は支部研究推進委員 ・印は研究部 

 

 

期 日 会  議 内  容 

５月１０日（月） 

 

◎第１回 

研究推進委員会 

・平成２２年度研究推進計画の確認 

・研究推進計画細案・活動予算配分計画について審議

５月２６日（水） 第２回研究論文執筆者

打ち合わせ会 

・研究誌「耀」第２号掲載に向けての確認事項等 

７月１２日（月） 

 

  

●各支部の研修計画を立案し研究部へ報告 

●支部内の会員に研究推進計画を周知し、会員の

活動と支部の研修計画を推進 

８月１０日（火） 県養研研修会・総会 ・会員から実践発表者として参加 

各支部研推が指定し

た日 

 ★会員は「保健室経営の重点活動表」を支部研究

推進委員へ提出 

９月３０日（木） ○第１回地区代表者会 

 

・校種別研究実施状況調査について 

・研究推進・研究誌編集について等 

１０月下旬  ★「校種別研究実施状況調査」の実施（会員はイ

ンターネットで回答） 

１０月２９日（金）  ・研究誌執筆原稿の〆切り、研究部へ提出。 

１１月１６日（火） ○第２回地区代表者会 ・調査の集約と考察 

１１月１９日（金）  ・研究部で点検の上、研究論文原稿を研究誌担当

へ送付 

１１月３０日（火） ○第３回地区代表者会 ・校種別研究のまとめ、研究誌原稿完成 

１１月下旬  ●各支部の研修内容の報告 

（平成２１・２２年度校種別研究の評価・反省報

告） 

２月 ８日（火） ◎第２回 

研究推進委員会 

・２年間の研究の反省 

・次年度の研究推進内容の検討 

２月１６日（水）  ・第２回代議員会で研究誌を配布 

２月２８日（月）  ★会員は今年度の「保健室経営の重点活動表」を

支部研究推進委員へ提出 

→各支部から選出した１部を研究部へ提出 


